
 

「日本酒で乾杯推進会議」の第 9 回総会とフォーラム＆懇親パーティが、「日本

酒の日」の翌日（10 月 2 日）の午後、東京元赤坂の明治記念館で開催されまし

た。会には、推進会議の一般会員や各界著名人の中核組織 100 人委員会のメン

バーらおよそ 500 人が参加。落語や鼎談、全国の日本酒を囲んでの懇親パーティな

ど盛りだくさんのプログラムを楽しみながら、9 年目に突入する日本文化ルネッサンス

運動の進展へ向けて、さらなる結束を誓い合いました。 



多多多彩彩彩ななな活活活動動動ををを繰繰繰りりり広広広げげげるるる各各各界界界著著著名名名人人人ののの中中中核核核組組組織織織「「「111000000 人人人委委委員員員会会会」」」   
 運動の主旨に賛同した文化、芸能、スポーツなど各界の有力者により結成された中核組織。

代表は石毛直道氏（国立民族学博物館名誉教授）。メンバーは現在 93 名。年 1 回開催する

委員会での意見交換や、推進会議の専用ホームページ（http://www.sakedekanpai.jp/）へのコ

ラムの寄稿などのほか、各自の専門分野での支援活動などを展開しています。また、2007 年に

出版した『乾杯の文化史』はユニークな文化論として幅広い注目を集めました。 

 

●●●   各地で見られる「日本酒で乾杯」のシーン   

 「日本酒で乾杯する」という行為を通じて、日本文化

そして日本酒への誇りを取り戻そう－そんな熱い思いを

込めて平成 16 年 10 月に始動した日本酒で乾杯運動。丸

8 年間の運動の成果は着実に根付き始めており、推進母

体である「日本酒で乾杯推進会議」の会員数は 3 万人を

突破したほか、中核組織「100 人委員会」も活動全開（別

項）。様々な会合やパーティの初めに「日本酒で乾杯！」

するシーンが各地で見られるようになっています。 

●●●  年に一度の「結束と懇親」の場 
 「総会・フォーラム＆懇親パーティ」は、そんな運動

の現状を確認し、新たな一年のスタートに向けて関係者

全員の結束を固めるために毎年開催されているもの。今

回も和文化の香り漂う明治記念館を会場に、『酒と芸能

Ⅳ』をテーマにした落語鑑賞や鼎談、懇親パーティでの

歓談などを通じて、熱気あふれる懇親風景が繰り広げら

れました。 
まさに日本文化。明治記念館の佇まい 



 

 阪田美枝さんの「開会宣言」（下）に、出席者全

員が唱和して、「日本文化ルネッサンス」実現への

結束を再確認。 

 「日本酒文化を育んできた日本酒

のおいしさを、アルコール離れの進む若

者たちにきちんと伝えるのが私たちの

役目」と、石毛代表が挨拶。 

 西村運営委員長は「当面の目標だった会員数 3 万

人を達成した」ことを報告。次の目標 5 万人へ向けて、

さらに「日本酒で乾杯！」が広まるように、運動はこれか

らが正念場。 

 佐賀県地酒愛好会は、地酒の振

興と会員の親睦を目的に平成 18 年

に発足。例会の始まりは必ず『日本

酒で乾杯』するのが決まりです（写真

右が 田中丸善吉副会長）。 

 総会の最後は、第 2 回「フォト

コンテスト」の入賞者発表。今

回は応募 84 点の中から、大阪

府の平木吉彦さんの作品（右）

が大賞を受賞しました（他に入

賞 3 点・佳作 8 点）。 

「日本文化、そして日本酒を愛します」開会宣言でスタート 

 総会（16:00～16:30）は、100 人委員会の一人で『日本の酒造り唄』の著者・阪田美枝

さんによる開会宣言でスタート。100 人委員会の石毛直道代表の挨拶、日本酒で乾杯推進

会議運営委員会の西村委員長の活動報告に続いて、恒例の表彰式（運動に功績があった地

域の個人・団体への表彰）では、今年の受賞団体・佐賀県地酒愛好会に石毛代表が感謝状

と記念品を贈呈し、その功績を称えました。 



 

3 氏の楽しいやり取りに、感心したり、笑ったり。 

 「昔は産湯に日本酒

を入れたし、お正月は

お屠蘇で祝った。人生

のはじめ、年のはじめに

お酒があったことの意味

をもう一度考え直して

みたい」（神崎氏） 

 「運動を進めるため

に、乾杯専用の低アル

日 本 酒 を 開 発 し た

ら？。若い女性が日本

酒で乾杯し、もっと日

本酒を飲むようになった

ら、必ず男は付いてき

ます」（米團治師匠） 

 「日本人に國酒・日

本酒をもっと愛して、

飲んでもらいたい。乾

杯というセレモニーの中

で、日本酒と触れる機

会をもっと作ってほし

い」（南部氏） 

上方落語のホープ桂米團治師匠が熱演。「酒と芸能」をテーマに楽しい鼎談 

 「『酒と芸能Ⅳ』～日本のかたち、日本のこころ～」をテーマに行われた今回のフォー

ラム（16:35～18:15）。取り上げられたのは上方落語の世界です。冒頭、日本酒で乾杯推

進会議の石毛委員長が上方落語の歴史などを解説した後、若手のホープ桂米團治師匠が古

典ネタの「替わり目」を熱演。続いて、桂米團治師匠と、100 人委員で民俗学者の神崎宣

武氏、推進会議運営委員の南部隆保氏（福井県酒造組合会長）の 3 人が、落語と酒、さら

には酒と伝統行事などをめぐって縦横に話を展開し、参加者を魅了しました。 



 

新たな 1 年のスタートへ、日本酒と料理を囲み懇親のひと時 

 最後のプログラムとなった懇親パーティ（18:30～20:30）では、はじめに 100 人委員会

のメンバーが鏡開きを行なった後、塩川正十郎氏のリードで、参加者全員が高らかに「日

本酒で乾杯！」。参加者は、およそ 70 銘柄日本酒と全国各地の素材を使った明治記念館特

製のメニューを味わったり、協賛 6 団体のブース（次頁）を回ったりして、新たな１年の

スタートへ懇親のひと時を楽しみました。 

◂ パーティの最後には、中

央会の篠原会長が中締め

の挨拶。「日本文化、そし

て日本酒の復興を願っても

う一度みんなで乾杯しまし

ょう」という言葉に合わせ、

参加者全員が元気いっぱ

いに乾杯三唱の盃を掲げ

ました。 

► 極上の日本酒と豪華な料理が次々に供されて、パー

ティは最高潮に。「知り合いに誘われて、初めて参加しま

した。こんなに豪華なパーティだなんて驚き。お酒も料理も

大満足」（女性参加者）。また、会場の一画には推進会

議の会員募集コーナーも設けられ、新規登録を済ませた

ある女性は「登録した理由？日本酒で乾杯が当然だと

思うから。日本酒は世界に自慢できるお酒です」と、熱い

眼差しで語ってくれました。 
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